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第8部　企業利用動向

企業ウェブサイト  ［ 今後の取り組みと課題］
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わからない

特に取り組みたい対策はない

その他

Ajaxなどのリッチインターフェースの取り入れ

Twitterの開始

モバイルウェブサイトの開設

スマートフォンなどパソコン以外の
デバイスへの対応

帯域・サーバースペック・セキュリティーなど
インフラ面でのシステム投資

アクセス解析ツールの導入

情報更新頻度を上げるためのブログ利用とCMS
（コンテンツマネジメントシステム）の導入

メール配信などカスタマーリレーションシップ
向上のための仕組み作り

ユーザビリティー（操作性）や
アクセシビリティー、ウェブデザインの向上

商品情報などコンテンツ増強のための
データベース構築

アクセス数向上・集客のための
広告対策、ネット上の露出アップ
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今後取り組みたいものは、広告対策や露出アップが29％でトップ
●  資料8-1-28  費用対効果を期待して今後取り組みたいウェブサイトのための技術やサービス（複数回答）［2009年 -2010年］
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わからない

障害になっているものはない

その他

古いシステムがあり、変更できない

アウトソーシング先の良し悪し、
選択基準がわからない

経営者や決済者が
テクノロジーに対する理解がない

社員の活用意欲や
スキルリテラシーが足りない

ウェブサイトの効果が分かりにくい

サーバーを運用できるノウハウを
持つ人材が社内にいない

予算が増えない、あるいは
コスト削減が厳しい状況である

担当者が不足している

専任の人材を置く余裕がない
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ウェブサイト活用の障害は、専任の人材を置く余裕や担当者の不足
●  資料8-1-29  ウェブサイト活用の際の障害（複数回答）［2009年 -2010年］
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※「スマートフォン
などパソコン以外の
デバイスへの対応」
「Twitterの開始」は、
2010年より追加し
た項目
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